                 第八課　発表のしかた

                  単語

結ぶ 【むすぶ】
     《他五》
      ①（ムスは生成する意のムス（産）か） しっかりとまとまった形のあるものにする意。
 ②糸や紐などの端を組んで、ゆわえる。また、結び目をつくる。               二つ以上のものをつなぐ。「二点を～ぶ直線」
    ③生命の安全や多幸を祈る呪術として、木の枝や草を組み合す。
    ④契りを交す。固く約束する。「同盟を～ぶ」
     ⑤結束する。徒党を組む。結託する。「手を～ぶ」「権力者と～んで事を構える」
    ⑥編みつくる。構えつくる。
    ⑦（「掬ぶ」と書く） 手のひらを組んで水をすくい飲む。
    ⑧形をなす。また、結実する。「努力が実を～ぶ」
    ⑨握り飯をつくる。「二つほど大きく～んでくれ」
    ⑩固く閉じる。「口をへの字に～ぶ」「～んで開いて」
活用 【かつよう】
     ①活かして用いること。効果のあるように利用すること。「余暇を～する」
    ②（文法用語） 単語が文中でその語の機能や他の語への続き方に応じ   て、語形を体系的に変化すること。日本語では用言/助動詞の語尾の変化。       外国語では動詞/助動詞に見られる。
心細い 【こころぼそい】
     《形容詞》　　こころぼそし（ク活用）
      ①何となく頼りなく心配である。「知らない人ばかりで～い」「～い懐具合」
    ②ものさびしい。
ぐんと
   《副詞》
    ①思いきり力をこめるさま。「～ふんばる」
②変化の度合が大きいさま。「～冷え込む」

壊れる（こわれる）（自五　自一）③ 坏，碎


分量（ぶんりょう）（名）③ 分量，数量


持ち運ぶ（もちはこぶ）（名）〇 搬运


凡そ（およそ）（副）〇 大约；完全


元明天皇（げんめいてんのう）（専）③ （日本天皇，661-772年）


銀（ぎん）（名）① 银  


銅（どう）（名）① 铜


銀貨（ぎんか）（名）① 银币


銅貨（どうか）（名）① 铜币


金貨（きんか）（名）① 金币


預金（よきん）（名　自他サ）〇 存款


小切手（こぎって）（名）② 支票


手元（てもと）（名）③ 手头


経済学（けいざいがく）（名）③ 经济学


学問（がくもん）（名　自サ）② 学问
                    文法

1.～もとにして

【意味】｢～を根拠・参考にして｣、｢～に基礎を置いて｣の意味で使う／以・・・为依据,以・・・为素材。

⊿ これは事実をもとにして撮った写真です。

⊿ この映画は何をもとにして作ったんですか。

⊿ 「墨攻」は庄子の思想をもとにして、書かれたものです。

２　　に
評価の基準。

　～「には」／「にも」＋可能表現

⊿ そのことはあなたには知っても、私には知らない。

⊿ このぐらいの山なら私にも登られる。

⊿ この仕事は経験のない人には無理でしょう。

⊿ 皆様にはお変わりなくお過ごしのことと存じます。

３　　の（終助詞）
a.軽い判断（女性用語）「の」は下降調。

⊿ 今気分が悪いので何も食べたくないの。

⊿ 日本文化や習慣を理解することは大変重要なことだと思うの。

⊿ 明日食事に行きませんか。

　 残念だけど、明日はほかに用事があるの。

b.軽い命令＝しなさい

　｢～の｣は下降調で、強く発音する。

⊿ 遊ぶなんて見ていないで、勉強するの。

⊿ 明日は早いんだから、今晩は早く寝るの。

⊿ 来なさいと言ったら、すぐにこっちへ来るの。

c.質問の意味を表す。｢～の｣は上昇調。＝か

⊿ きれいな着物を着て、どこへ行くの。


４　～のだ（んだ）
a.事実の強調、判断の主張を示す。

⊿ わたしはこの家の中で、何事も起こってもらいたくないのです。

⊿ わたしはこの家の中で、何事も起こってもらいたくないの。

b.命令（に近い）

⊿ みんな来学期からちゃんと勉強するんですよ。

⊿ 何をぐずぐずしている？はやく行くんだ。

⊿ 誰にもあなたをここに閉じ込めておく権利なんてありはしないんだ。…さあ、すぐに誰かを呼ぶんだぞ！ここを出ていくんだ。

５　～によっては

【意味】 ある…の場合は、 …のこともある／…也有… 。

  ⊿ 日本人でも、人によっては納豆が食べられない人もいる。



  ⊿ たいてい込んでいるこの電車でも、時間によっては空いています。



  ⊿ 北海道でも場所によっては大雪の降るところもある。

 ⊿  いくらいい本だといっても値段によっては売れないこともある。

６　　①体言なしに（は）
　　　　　　②動詞連体ことなしに（は）

【意味】｢～しないでは｣・「～がなければ」という意味に使われる／如果不(没)…就不能… 。

【接続】 動名詞、動詞＋可能表現

⊿ 両親からの仕送りなしには大学生活が続けられない。

⊿ 担任先生の許可なしに（は）、家へ帰ることができない。

⊿ 挨拶なしに（は）部屋に入ってはいけないことになっている。

⊿ 家族の協力なしに（は）、事業の成功はありえません。

⊿ 現代社会では、お金を使うことなしに（は）、生活物資を手に入れることはできない。

７　どんなに～か（わかる）

【意味】感嘆を表す。書き言葉的な表現／一…就会知道…多么… 。

⊿ これを読んで見れば今のあなたの考えがどんなに楽観的かわかると思いますよ。

⊿ 聞いてみると、どんなにつまらないか、わかりますよ。

⊿ 食べてみると、どんなにおいしいかわかる。

⊿ 調べてみると、どんなに複雑な問題かわかる。

⊿ 使ってみると、どんなに便利なものかわかる。

８　　なるほど

副詞。前から聞いていたとおり；本当に。

【意味】 果然,的确

⊿ いい店だと聞いていたが、なるほどサービスもいいし、料理もうまい。

⊿ あなたの言うことはなるほどもっともだが、わたしの立場も考えてほしい。

（感動詞）相手の言ったことについて｢そのとおりだ｣という気持を示す。

【意味】 确实如此,的确如此

　

⊿ このコピ―機は、濃度調整が自動的にできるようになっております。

　☻：なるほど。

⊿ それから、用紙の選択も自動的になっております。

　☻：なるほど。

【意味】軽い気持で相手に対する同意や賛同を示す相づちとして用いるが、この用法は尊大に聞こえることもあるので目上に対して使わない／怪不得… 。

⊿ ☺：昨日、宝くじで5000元当たったのよ。

   ☻：なるほど、だから、あんなに嬉しそうにしていたんですね。

⊿ ☺：李さんが車を買ったそうです。

   ☻：なるほど、だから、毎日あんなに早く学校に来ているんですね。

                    前文

研究したことや調査したことなどを発表したり報告したりする場合、要点を書いたメモをもとにして、聞き手によくわかるように話しましょう。 
　 どんなことを話すか、その要点は何か、どんな順序に話すかなどを考え、発表の内容をまとめておくのです。特に重要な事柄には、印を付けておくのもいいでしょう。また話の初めをどうするか、どのように話を結ぶかも考えて、書いておきましょう。 
　 発表するときは、十分に間を置いたり、必要なときには特に強めて言ったりするなどの工夫をして、聞き手に分かるようにしましょう。 
　 また、発表を聞くときには、大事なことを聞き落とさないように気を付けましょう。このときも必要に応じてメモを活用するといいでしょう。後で発表の内容を容易に思い出すことができるし、大事なことを人に伝えるときにも役立つからです。 

                    会話

ひろ子　：おじさん、私ね、来週、クラスで研究発表をする予定になっている  んですけれど、心配なんです。
おじさん：ほう、研究発表をねえ。おもしろいじゃないか。何が心配なの。
ひろ子　：私は、人の前に立つと、どきどきしてきて、話そうと思うことが、うまく話せないので、それが心配なんです。
おじさん：でも、相手は、毎日一緒に勉強している友達や先生だろう。心配しなくてもいいと思うけれどな。  
ひろ子　：ええ。友達と話し合ったり、先生の質問にちょっと答えるくらいなら平気なんですが、研究発表とか報告とか、まとまったことをひとりで長く話すのが、うまくできないんです。
おじさん：なるほど。ところで、ひろ子さんは、どんな発表をするの。
ひろ子　：ひよこの成長を観察しているので、それを発表するつもりです。
おじさん：ははあ、ひろ子さんは、動物が好きだし、よく鶏の世話をしているからね。それで、発表することはまとまっているの。
ひろ子　：ええ、だいたいまとまっているんですけれど……。
おじさん：だいたいか。ちょっと心細いね。人にわかるように話すには、話そうとすることを、一度きちんと書いてみるといいね。形式はどうでもいいから。そうすると、話すことが、ほんとうに自分のものになるよ。
ひろ子　：はい、書いてみます。
おじさん：それからね、聞かせるだけでなく、見せることも大事だよ。ひろ子さんは、ひよこの生活をスケッチしているだろう。
ひろ子　：スケッチも書いてありますし、成長の様子を調べた表や、目方を量ったグラフもあります。
おじさん：それ、それ。そのスケッチやグラフをみんなに見えるくらい大きく書いて、これはこうだ、ここはこうなっていると、むちでさしながら話をするんだね。ものによっては、事物や写真を見せるのもいい。そうすると、きっと、みんなよく聞くよ。それに、ひろ子さんも、らくに話せる。それから、さっき心配だと言っていた、どきどきするということね、少し取り越し苦労じゃないかな。初めちょっと恥ずかしくても、みんなの方をよく見て、はっきり、ゆっくり話していると、そのうちに、きっと落ち着いてくるよ。
ひろ子　：そうですか。それじゃ、用意してやってみます。
おじさん：やってごらん。思い切って一度やると、話す力もぐんと伸びるし、ひろ子さんの観察も、またずっと進んでいくよ。

